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Sernal Dilutions of Antibody
—— Control Antisen = 10(ns —— Antizar= 10ns

——— Antizar= 0ns —— Antigar= 100ns

Kba 1 2 3 4 6 6 7 Hela (1) . SK-N-SH (2) . HepG2 (3) . C6 (4) . PC-12 (5) . PANC-
i 1 (6) . NIH/3T3 (7) 4BEEARRYISYTS % BACE1 <9 A mAb 2B\ I RE YT
95- Oy Mg,

T
55- --“'--' —

13- )

- -

26-

BACE1 ¥ X mAb (&) #R(\/= MCF-7 il naigaitiht, 5. DRAQS &3¢ DNA
B, 75 Alexa Fluor-555 7 7 04 OV TR ENET I FU T4 T AV N,

Web: https://japan.enkilife.com E-mail: order@enkilife.com techsupport@enkilife.com



G enkiLife

Counts
80

160 200

120

L]

BACE1 Y9 X mAb () £ AT+ 7 a> ha—JL (FR) £{EAL = Hela @ign 70—

HA AN =51,

10

10

T
1

T T T
102 10° 10

Web: https://japan.enkilife.com  E-mail: order@enkilife.com techsupport@enkilife.com



	
	製品名: BACE1マウスモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMM81325
	概要
	説明
	宿主
	応用
	反応性
	標識
	修飾

	応用
	抗原情報
	背景
	アミロイドβペプチドの脳沈着は、アルツハイマー病の初期段階かつ重大な病態です。アミロイドβペプチドは、2種類のプロテアーゼによるアミロイド前駆体タンパク質（APP）のタンパク質分解によって生成されますが、この遺伝子によってコードされるタンパク質はそのうちの1つです。コードされるタンパク質はペプチダーゼA1タンパク質ファミリーに属し、I型膜貫通型糖タンパク質であり、アスパラギン酸プロテアーゼとして主にゴルジ体に存在します。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが報告されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	Hela（1）、SK-N-SH（2）、HepG2（3）、C6（4）、PC-12（5）、PANC-1（6）、NIH/3T3（7）細胞溶解物に対するBACE1マウスmAbを用いたウエスタンブロット解析。
	

	BACE1マウスmAb（緑）を用いたMCF-7細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	BACE1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

